

















































































































いた。しかし 1873年 11月に内務省が設置されると，1874年 7月，殖産興業のために勧業寮が設け
られ，博覧会事務と博物館設立事務も分離された。つまり，内山下町にあった博覧会事務局は 1875


































































































務官長 J・B・クランツとの面会をし，会期中の 8月から石原を伴ってイギリスへ，その後 9月中旬
までベルギー，オランダ，ドイツ，スイス諸国へ国立銀行や製造場の視察に赴いている（53）。































































































　⒃ 「米国博覧会事務結局并同会報告書上陳」（明治 10年 8月）『公文録』公 02054100（以下，『公文録』は全
て国立公文書館蔵）
　⒄ 前掲『内務省第一回年報』p247
　⒅ 「米国博覧会事務取扱ノ儀内務省ヘ御達」（明治 8年 3月 31日）『公文録』公 01371100









　� 「米国博覧会事務局ヲ上野公園内ニ移ス」（明治 9年 8月 28日）『太政類典』太 00396100（以下，『太政類典』
は全て国立公文書館蔵）同じく内務省内に設けられた内国勧業博覧会事務局も同時に上野公園へ移転。事務
官長は河瀬秀治であった。（『太政類典』参照。）
　� 「米国博覧会事務総裁以下廃止之儀ニ付上申」（明治 10年 6月 11日）『公文録』公 02044100
　� 「米国博覧会ヘ文部省吏員参臨伺」（明治 8年 10月 28日）『公文録』公 01448100
　� 「米国博覧会ヘ文部省吏員参臨伺」（明治 8年 11月 8日）『公文録』公 01448100
　� 「文部省米国博覧会ヘ派遣官員賄料等支給方伺」（明治 11年 3月 4日）『公文録』公 02317100
　� 石附実　前掲書　1992年 p78
















　� 「内務省中仏国博覧会事務局ヲ置ク（明治 10年 3月 22日）」『大政類典』太 00395100
  「仏国博覧会事務局ヲ上野公園内ヘ設置届」（明治 10年 4月 13日）『公文録』公 02038100
47博物館設立期における万国博覧会に関する日本政府の人員体制をめぐる一考察（樋口）
　� 「内国勧業博覧会事務局及仏国博覧会事務局ヲ内務省ヘ移転」『太政類典』太 00645100
  「内国勧業博覧会事務局并仏国博覧会事務局省中ヘ移転届」『公文録』公 02259100
　� 岩壁義光「明治十一年巴里万国博覧会と日本の参加」（『神奈川県立博物館研究報告　人文科学』第 12号　
1985年）p95
　� 前田等一部関係者は 1877年 10月 10日 Tanais号で横浜を発ち 45日後にマルセイユに到着しパリへ（祖














　� 「仏国博覧会副総裁松方正義帰朝ニ付拝謁ノ件」（明治 12年 3月 3日）『公文録』公 02471100
　� 「仏国博覧会総裁以下廃止ノ件」（明治 12年 3月 26日）『公文録』公 02471100
  「仏国博覧会事務局閉局ノ件」（明治 12年 3月 31日）『公文録』公 02471100
　� 前掲『佛蘭西巴里府萬國大博覽會報告書　第二篇日本部』p20
　� 「仏国博覧会ヘ吏員参臨ノ儀伺」（明治 10年 9月 5日）『公文録』公 02109100
　� 「仏国博覧会ヘ派遣文部省官員ヘ宿料支給方」（明治 11年 2月 5日）『太政類典』太 00678100
　� 等級は 4等。当時，文部省 1等の文部卿は不在で，2等の大輔は田中不二麻呂であった。
　� 「九鬼文部大書記官外四名欧州各国ヘ渡航」（明治 11年 2月 2日）『公文録』公 02400100
　� 「仏国博覧会総裁并御用掛」（明治 11年 5月 28日）『太政類典』太 00645100
　� 前掲『佛蘭西巴里府萬國大博覽會報告書　第二篇日本部』p4
　� 富田仁『フランスに魅せられた人びと』（カルチャー出版社　1976年）pp293-295
　� 「佛國大學博士大學助教大學區名譽監督アンリヨ氏ノ教育新聞紙抄譯」『教育雑誌　第八十六號』（文部省
1878年）p2
　� 塚原嘉藤編「親切懇到を以て終始す」『中川元先生記念録』（故中川先生頌徳謝恩記念資金会　1918年）
p24
　� 同時期には博覧会事務局総裁の松方もロンドンに滞在。博覧会事務局員の谷と文部省派遣の手島は乗船も
同じであった。しかし，現地での行動は別であったようである。（前掲　谷謹一郎『明治 11年滞欧日記』）
　� 手島工業教育資金財団編『手島精一先生傳』手島工業教育資金団編 1929年
　� 「巴里府萬國博覧會教育會議問題」『教育雑誌第七十八号，第七十九号』（文部省 1878年）p261
